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「docomo MECⓇ」の新機能「docomo MECⓇ Compute E」を提供開始 

～データ利活用プラットフォーム SDPF との連携でお客さまの DX を加速～ 

 

NTT コミュニケーションズ株式会社(以下 NTT Com)は「docomo MECⓇ」※1 の新機能とし

て、「docomo MECⓇ Compute E」(以下 本サービス)の東京拠点を開設し、2023 年 10 月

12 日より提供を開始します。 

本サービスは、5G を通じて収集した大量のデータをリアルタイムかつ安心安全に処理する

という「docomo MEC🄬」の特長に加え、柔軟な課金体系や、リソースの即時変更、NTT Com

が提供するデータ利活用プラットフォーム「Smart Data Platform」※2(以下「SDPF」)との

連携が可能です。 

これにより、一時的な利用や目的に応じたデータの蓄積・分析など、活用手段が広がりお客

さまの DX を加速します。 

 

1. 背景 

「docomo MEC®」は、3D グラフィックス、AI 推論などの高負荷業務の高速処理や、高品

質な映像のリアルタイムかつ安全な伝送などが可能なサービスです。2020 年に提供を開始

し、これまで全国で 300 を超える事例にお客さまと取り組む中で、新たなニーズも顕在化して

います。  

例えば、建設業における重機のリモート操作では、現場からの 4K 映像のリアルタイム伝送

に加え、「期間や場所を限定して導入効果を検証したい」や「映像データを蓄積・分析し新技術

の開発や検証に活用したい」「既存の施工管理システムと連携させ工事の進捗管理を自動化した

い」といったニーズが出てきています。 

本サービスは、5G と「docomo MEC®」の特長であるデータのリアルタイム処理に加え、

一時利用に適した従量課金や、コンピュートリソースの即時変更など、さらにご利用しやすい

環境を提供します。 

また、「SDPF」との連携でお客さまシステムやクラウドサービスとセキュアかつ柔軟に接続

することにより、大容量データの蓄積や分析、システムの自動化などが可能となり、お客さま

の DX をさらに加速します。 

 

2. 本サービスの特長 

 

（１）大容量データを高速かつ安心安全に処理 

5G を通じて収集した大量のデータを「docomo MECⓇ」のエッジサーバー機能で安心 

安全かつ高速に処理します。 



 

 

 

（２）柔軟な料金体系とコンピュートリソースの即時変更 

本サービスは従量制課金のため、イベントや技術検証などでの一時的な活用も可能で

す。また、お申し込み完了後は専用のポータルサイトからリソースをオンデマンドで即

時に変更可能です。 

 

（３）大容量ストレージやデータ利活用サービスと連携 

「SDPF」が提供する大容量ストレージサービス「Wasabi オブジェクトストレー

ジ」やデータ利活用サービスなどと連携し、高精細映像や IoT システムの大容量デー

タをセキュアかつ安価に蓄積し分析できます。 

 

（４）お客さまシステムとのセキュアな連携 

「SDPF」の閉域網サービス「Flexible InterConnect」※3 を利用し、お客さまシス

テムやパブリッククラウドとのセキュアな連携が可能です。 

 

＜本サービスと「SDPF」の連携イメージ＞ 

 
 

3. ユースケース 

＜避難所での安否確認＞ 

 災害発生時の避難所では施設内の正確な人数把握や本人確認、親族への安否確認を自動化

し、運営を効率化したいというニーズがあります。 



 

 

本サービスと可搬式の顔認証ゲートシステムを連携することで、避難所における正確な本人

確認が可能になることに加え、既存の安否確認システムと連携させることで親族への安否連絡

を自動で送信できるなど、新たなサービス提供が可能となります。 

また、災害時の一時利用や避難所の規模に応じたサーバーの増減によりコストの最適化も図

れます。 

 
 

 

4. 提供開始日 

 2023 年 10 月 12 日 

 

5. 利用料金 

 MEC ポータルサイトの料金ページをご参照ください。 

  

6. お申し込み方法 

全国の NTT Com 営業担当者にお問い合わせいただくか、MEC ポータルサイトからお問い合

わせください。 

 

7. 「docomo MEC」の今後の展開 

本サービスは、2024 年度に大阪拠点の開設と「MEC ダイレクト」※4 の提供を予定していま

す。 

また、全国 6 拠点へ展開している「docomo MECⓇ Compute D」※5 は、10 月 12 日より

５G のスタンドアローン方式※6 に対応し、さらに高速な通信を実現します。 

なお「docomo MECⓇ Compute O」「docomo MECⓇ Compute V」は、より高機能な本サ

ービスの提供開始にともない 10 月 12 日より新規お申し込み受付を終了します。  

https://www.mec.docomo.ne.jp/portal/price/index.html
https://www.mec.docomo.ne.jp/index.html?utm_source=google&utm_medium=cpc&utm_campaign=docomomec_001_pssm_g_search&gclid=EAIaIQobChMIy-3567yy_gIVAqmWCh3WdQqCEAAYASAAEgKnf_D_BwE


 

 

 「docomo MEC®」は今後もお客さまのニーズにお応えし、先進ソリューションの社会実装

を全国で進めていくためにサービスの改善および高度化を進めます。 

 

８．docomo business Forum’23 出展情報 

2023 年 10 月 12 日(木)～13 日(金)に開催する「docomo business Forum’23」にて、本取

り組みを紹介予定です。公式 Web サイトの展示情報よりご確認ください。 

公式 Web サイト：https://www.ntt.com/business/go-event.html?ir=nr 

■展示名：5G 通信と MEC 技術を活用して地域課題の解決に貢献 

■展示番号：BC-10 

 

＊会場：ザ・プリンス パークタワー東京 B2 フロア 

＊日時：2023 年 10 月 12 日(木)～13 日(金) 9:30～17:30 

＊参加方法：公式 Web サイトより事前に来場お申し込みをお願いします 

＊参加費用：無料 

 

 

 

 

NTT ドコモ、NTT Com、NTT コムウェアは、ドコモグループの法人事業を統合し、法人事業ブランド

「ドコモビジネス」を展開しています。「モバイル・クラウドファースト」で社会・産業にイノベーショ

ンを起こし、すべての法人のお客さま・パートナーと「あなたと世界を変えていく。」に挑戦します。 

 

 

 https://www.ntt.com/business/lp/docomobusiness.html 

 

NTT Com は、事業ビジョン「Re-connect XⓇ」にもとづき、お客さまやパートナーとの共創によっ

て、With/After コロナにおける新たな価値を定義し、社会・産業を移動・固定融合サービスやソリュー

ションで「つなぎなおし」、サステナブルな未来の実現に貢献していきます。 

 
 https://www.ntt.com/about-us/re-connectx.html 

 

 

※1：「docomo MEC®」は、MEC 技術を活用した株式会社 NTT ドコモのサービスです。MEC 技術はモ

バイル機器からのアクセスに特化し、端末本体や端末の近くに分散配置されたエッジサーバーでデ

https://www.ntt.com/business/go-event.html?ir=nr
https://www.ntt.com/business/go-event/access.html
https://www.ntt.com/business/lp/docomobusiness.html
https://www.ntt.com/about-us/re-connectx.html


 

 

ータを処理・分析する技術です。 

※2：「Smart Data Platform」は、データ利活用に必要な収集・蓄積・管理分析におけるすべての機能

を、ICT インフラも含めてワンストップで提供し、データ利活用による DX 実現を加速させるプラッ

トフォームです。詳しくは下記 Web サイトをご覧ください。 

 

https://www.ntt.com/business/sdpf/ 

 

 

※3：Flexible InterConnect は、各種クラウドサービスやデータセンターを閉域網でセキュアに接続でき

るサービスです。詳しくは下記 Web サイトをご覧ください。 

https://www.ntt.com/business/sdpf/service/fic.html 

※4：MEC ダイレクトは、接続端末と「docomo MECⓇ」を直結して通信経路を最適化することで、低遅

延・高セキュリティ通信を実現するサービスです。詳しくは下記 Web サイトをご覧ください。 

https://www.mec.docomo.ne.jp/document/docs/mec-direct-ph2/concepts/overview.html 

※5：「docomo MEC®」の機能一覧については下記 Web サイトをご覧ください。 

   https://www.mec.docomo.ne.jp/portal/functions/index.html 

※6：スタンドアローン方式は、5G 専用のコアネットワーク設備である 5GC(5G-Core)と 5G 基地局を

組み合わせてより高速な通信を可能にする方式です。詳しくは下記 Web サイトをご覧ください。 

https://www.docomo.ne.jp/service/5g_sa/ 

 

＊ 「docomo MEC」は株式会社 NTT ドコモの登録商標です。 

 

  

https://www.ntt.com/business/sdpf/
https://www.ntt.com/business/sdpf/service/fic.html
https://www.mec.docomo.ne.jp/document/docs/mec-direct-ph2/concepts/overview.html
https://www.mec.docomo.ne.jp/portal/functions/index.html
https://www.docomo.ne.jp/service/5g_sa/


 

 

 

別紙 1 

 

パートナー企業、ユーザー様からのコメント 

＜５０音順＞ 

 

サン電子株式会社  

M2M 事業部 事業部長 堀井昭里 様 

「サン電子は、「docomo MEC🄬」の新機能「docomo MECⓇ Compute E」開始を心より歓迎

いたします。弊社の「AceReal for docomo」は「docomo MECⓇ」のもと、遠隔作業支援サ

ービスをセキュアに提供しています。当社サービスにさらなる拡大が求められる中、本サービ

スにより外部のオブジェクトストレージ、またお客さま環境やメガクラウドなどで提供される

既存システムと SDPF を介して広帯域でセキュアに閉域接続できるようになり、お客さまへ価

値ある新たなサービスを提供できると確信しております。 

今後も NTT コミュニケーションズとのパートナーシップを強化していきながら、docomo 

business の強みを最大限に活かしたソリューションを提供してまいりたいと考えておりま

す。」 

 

株式会社ソリトンシステムズ  

映像コミュニケーション事業部マネージャー 日高大輔 様 

「弊社サービス「Zao Cloud View」は、「docomo MECⓇ」に対応することで、低遅延かつセ

キュアな利用が可能となり、医療分野をはじめとしたお客さまに新たな価値を提供することが

できました。このたび、新方式「docomo MECⓇ Compute E」への対応にあたり、まずは従

量課金による柔軟な価格設定の可能性に期待しています。その他、大容量ストレージや画像認

識 AI 等、新たに利用できる機能を用いたサービスの提供価値向上にも期待しております。引

き続き医療分野や製造・建設現場の映像中継・共有や、遠隔作業支援など、様々な場所、様々

な用途でお客さまにご利用いただけるものと期待しております。」 

 

日鉄ソリューションズ株式会社 

執行役員 テレコムソリューション事業部長 篠原洋介 様 

「当社はお客さまの「ファースト DX パートナー」として、製造業界をはじめ様々な業界への

ソリューション提供を通じ、お客さまの DX 推進に貢献してまいりました。今回「docomo 

MECⓇ Compute E」のリリースにより「docomo MECⓇ」の利便性が大きく向上したことを

受け、当社パートナーである Radisys 社のコミュニケーションプラットフォーム*とも連携し

つつ、5GxMEC のリアルタイム性といった特長を活かした先進的なサービスを NTT コミュニ

ケーションズ様とともに検討・展開し、お客さまの更なる DX 推進に貢献してまいります。」 

  



 

 

* Radisys 社 Engage Digital Platform （EDP）：通話やビデオ会議などをはじめとした様々なコミュ

ニケーション機能を提供するプラットフォーム。特長的なビデオボット機能では実在の人物と直接会話を

しているような CX の高い体験の提供が可能。 

 

株式会社メディアプラットフォームラボ  

メディア開発部 主査 真田優一 様 

「弊社が提供している「ラジコ」の配信プラットフォームでの利用ができると考えています。

90 局を超えるラジオ放送局との間に構築している安定したセキュアな環境に、今後さらなるサ

ービス拡大に向けて「docomo MECⓇ Compute E」を基盤とする超低遅延モバイル回線やメ

ガクラウドサービス等を連携することで、リスナーに対しての新たな価値を提供できると期待

しています。」 

 

 

 


